
大阪府レッドリスト昆虫調査
 ～和泉葛城山の原始的な蛾類の観察～ 生きもの だい
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令和８年度 青少年センター定期講座生募集
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(13)　第1037号 令和8年4月

　絶滅危惧種となる原始的な蛾(ガ)類を一緒
に観察してみましょう。
　第１回目は国指定天然記念物のブナ林周辺
です。
日時　４月29日(水)午後１時～３時
場所　和泉葛城山ブナ林(集合は和泉葛城山
ブナ林山頂広場の駐車場)
講師　鞍井希凪様(生物多様性TEAM115)

対象　小学生以上(中学生以下は保護者同伴)
定員　15人(多数の場合は抽選)
申込　４月22日(水)までに住所(番地以下不要)・氏名(参加者全員)・
年齢を記入して、メール・窓口で

申込・問合せ先　青少年センター(午前９時～午後５時、水曜・祝日休館)☎072ー433ー7333
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「カエル」

詳しくは、ホームページでご確認いただくかお問合せください。参加費や費用などの記載のないものは無料です。

カエルは何匹⁉

期間　５月下旬～来年３月対象　市内在住・在学の
子ども年間保険料　810円(高校生以上のスポーツ講座
のみ2,010円)申込　講座名(受講歴の有無)・氏名・フ
リガナ・住所・電話番号・性別・生年月日・学校名・学
年・保護者氏名を二次元コード・窓口で(視覚障害者は
電話可)締切　４月30日(木)午後５時(多数の場合は抽
選)
※１人につき、スポーツ講座と文化講座各１講座まで申
込み可。きょうだいも個別に申込んでください。
※二次元コードを利用できない方は窓口に110円切手を
持参の上お申込みください。
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バーベキューガーデン奥水間
★森のBBQ場★

　自然の中でバーベキューはいかがです
か？屋根があるので雨でもОＫ！好きな
食材を持ち込んで楽しみましょう。
　食材や器具を全て用意した「手ぶらで
らくらくセット」(要予約)などもありま
す。※アルコールの持込は不可。
期間　通年(年末年始の休館日を除く)

利用時間　午前11時～午後３時
利用料　４歳～中学生は１人190円、高校生以上は１人350
円(府内在住の方のみ)、専用グリルセット1,000円(４人用)
※「手ぶらでらくらくセット」や食材は７日前の午後５時ま
でに予約してください。

☎072－478－8331☎072－478－8331
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　実に愛きょうのある生きもの、カエル。難しくいえば、カエルと
いうのは、無尾目に属する両生類で、古代の魚類が進化し、初めて
地上に四肢で歩くことができるようになった動物であるといわれて
います。稲作の伝来は、水辺の生きものにとっては生息地の湿地な
どが田んぼに変えられていく一大事件であったことでしょう。しか
し、カエルにとってはさほど問題ではなく、よく似た田んぼに暮ら
せばいいとなったのかもしれません。そのため、水辺や水田が多い
頃、カエルは人間にとって身近な存在であったはずです。日本では、
語呂合わせで「無事に帰る」などの他にも、「子孫繁栄」や雨が降
りそうな時に鳴くことから「天の恵みによる豊作」をもたらすなど、
カエルは縁起の良い生きものとして愛されてきました。
　松尾芭蕉の代表作「古池や 蛙(かわず)飛びこむ 水の音」という
春の訪れと静寂の中の生命の躍動を感じる名句は、誰もが知るとこ
ろだと思います。季語は「蛙」、季節は「春」です。この情景を思
い浮かべた時、皆さんは何匹のカエルが飛び込んだと思いますか？
１匹？もっとたくさん？もしくは０匹？さらに、芭蕉の基本的なも
のの見方では、物に即してみていると音が聞こえてくるのかもしれ
ません。では、「古池」とはどんな池をイメージしますか？
　理屈ではなく、物を“そのもの”として、ナチュラルに見る。古
池の感覚も、カエルが飛び込む感覚も、生きもの同士が生きている、
いわば「生き物感覚」、それが根幹にあれば、自然を愛する者同士
が同じような情景を目に浮かべるのではないでしょうか。
　自然界の食物連鎖の中で、カ
エルは下位の昆虫類や節足動物
類の捕食者として位置づけられ
るだけでなく、上位の多くの生
きものの餌としてもカエルの占
める位置は非常に重要です。
「俳句だけに残るかつての日
本」とはならないようにしたい
ものです。

Ka izuka  T imes


